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は し が き

本研究は､平成5年度と6年度の2カ年にわたって､研究課題｢木曽三川下流

低平農業地帯の水環境改善に対する集落排水施設の導入効果に関する研究｣に対

して助成された､文部省科学研究費補助金･一般研究(B)によって行われたも

のである｡

先人の英知と労苦により形成された濃尾平野､とりわけ木曽三川の下流部に囲

まれた輪中地帯は､我々に引き継がれた掛け替えのない財産であるこ同時に､地

域の最低平部に位置するという地理的条件から､将来にわたり水環境の保全に最

善の注意が払われ続けねばならない､極めて繊細な地域でもある｡本研究は､未

だ初期の目的を達すべく､ようやくその端著についたに過ぎない｡今後も目的の

達成に向け､努力を傾注する所存である｡
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